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串本 

大津 

静
岡
県
の
浜
名
湖
沖
か
ら
四
国
沖

に
か
け
た
南
海
ト
ラ
フ
で
一
〇
〇
年

〜
一
五
〇
年
周
期
で
発
生
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
８
規
模
の
南
海

地
震
と
東
南
海
地
震
に
つ
い
て
政
府

の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
地
震
調

査
委
員
会
は
、
平
成
一
三
年
九
月
二

七
日
、
三
〇
年
内
に
起
き
る
確
率

が
、
東
南
海
地
震
は
約
五
〇
％
、
南

海
地
震
は
約
四
〇
％
と
の
長
期
評
価

を
公
表
し
た
。
徳
島
県
内
で
は
南
海

地
震
発
生
時
に
南
部
の
沿
岸
地
域
で

震
度
６
弱
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
県

南
部
を
中
心
に
津
波
対
策
な
ど
防
災

体
制
の
充
実
が
急
が
れ
る
。
両
地
震

は
同
時
か
東
南
海
―
南
海
の
順
で
連

続
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
、
個
別

に
起
き
た
場
合
は
南
海
が
Ｍ
８
・

４
、
東
南
海
が
Ｍ
８
・
１
前
後
、
同

時
だ
と
Ｍ
８
・
５
の
最
大
規
模
に
な

る
と
推
定
し
て
い
る
。

徳
島
県
が
一
九
九
七
年
三
月
に
ま

と
め
た
県
地
震
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト

報
告
書
に
よ
る
と
、
安
政
南
海
地
震

（
一
八
五
四
年
）
と
同
規
模
の
海
溝

型
地
震
（
Ｍ
８
・
４
）
が
起
っ
た
場

合
、県
内
で
は
牟
岐
や
海
南
、海
部
、

宍
喰
各
町
の
沿
岸
部
で
震
度
６
弱
に

達
す
る
ほ
か
、
県
北
部
の
一
部
を
除

く
広
い
地
域
で
震
度
５
強
―
５
弱
の

揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
と
の
予
想
だ
。

南
海
地
震
は
、
ゆ
っ
た
り
し
た
強

い
揺
れ
が
長
く
続
く
の
が
特
徴
。
地

盤
の
性
質
や
地
形
、
建
物
の
構
造
な

ど
か
ら
地
震
波
が
異
常
に
大
き
く
増

幅
さ
れ
る
「
強
振
動
」
も
予
想
さ

れ
、
比
較
的
軟
弱
な
地
盤
の
上
に
あ

る
徳
島
市
な
ど
新
し
い
沖
積
層
で

は
、
震
度
以
上
の
揺
れ
を
想
定
し
た

備
え
が
必
要
だ
。

一
方
、
南
海
地
震
に
伴
う
津
波
被

害
は
、
阿
南
市
蒲
生
田
岬
か
ら
室
戸

岬
に
か
け
て
の
沿
岸
部
で
最
も
注
意

を
要
す
る
と
い
う
。
県
の
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
安
政
の
南
海

地
震
と
同
規
模
の
地
震
が
襲
っ
た
場

合
、
県
南
部
の
二
〇
地
域
で
現
在
の

堤
防
が
越
流
。
宍
喰
町
で
は
地
震
発

生
か
ら
五
分
後
に
津
波
の
第
一
波
が

到
達
す
る
ほ
か
、
浸
水
世
帯
は
全
県

で
四
八
一
三
戸
に
及
ぶ
と
み
て
い

る
。

（
徳
島
新
聞
よ
り
転
載
）
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地盤・斜面

軟弱な地盤
で、亀裂が生
じることがあ
る。山地で落
石、小さな崩
壊が生じるこ
とがある

地割れや山崩
れなどが発生
することがあ
る

大きな地割
れ、地すべり
や山崩れが発
生し、地形が
変わることも
ある

ライフライン

家庭などにガスを供給するた
めの導管、主要な水道管に被
害が発生することがある。

［一部の地域でガス、水道の
供給が停止することがある］

家庭などにガスを供給するた
めの導管、主要な水道管に被
害が発生する。
［一部の地域でガス、水道の
供給が停止し、停電すること
もある］

ガスを地域に送るための導
管、水道の配水施設に被害が
発生することがある。
［一部の地域で停電する。広
い地域でガス、水道の供給が
停止することがある］

［広い地域で電気、ガス、水
道の供給が停止する］

鉄筋コンクリート
造建物

耐震性の低い建物で
は、壁、梁（はり）、
柱などに大きな亀裂が
生じるものがある。耐
震性の高い建物でも、
壁などに亀裂が生じる
ものがある

耐震性の低い建物で
は、壁や柱が破壊する
ものがある。耐震性の
高い建物でも壁、梁
（はり）、柱などに大
きな亀裂が生じるもの
がある

耐震性の低い建物で
は、倒壊するものがあ
る。耐震性の高い建物
でも、壁、柱が破壊す
るものがかなりある

耐震性の高い建物で
も、傾いたり、大きく
破壊するものがある

木造建物

耐震性の低い住
宅では、壁や柱
がかなり破損し
たり、傾くもの
がある

耐震性の低い住
宅では、倒壊す
るものがある。
耐震性の高い住
宅でも、壁や柱
が破損するもの
がある

耐震性の低い住
宅では、倒壊す
るものが多い。
耐震性の高い住
宅でも、壁や柱
がかなり破損す
るものがある

耐震性の高い住
宅でも、傾いた
り、大きく破壊
するものがある

屋外の状況

補強されていないブロック
塀の多くが崩れる。据え付
けが不十分な自動販売機が
倒れることがある。多くの
墓石が倒れる。自動車の運
転が困難となり、停止する
車が多い

かなりの建物で、壁のタイ
ルや窓ガラスが破損、落下
する

多くの建物で、壁のタイル
や窓ガラスが破損、落下す
る。補強されていないブロ
ック塀のほとんどが崩れる

ほとんどの建物で、壁のタ
イルや窓ガラスが破損、落
下する。補強されているブ
ロック塀も破損するものが
ある

屋内の状況

棚にある食器類、書棚の本
の多くが落ちる。テレビが
台から落ちることがある。
タンスなど重い家具が倒れ
ることがある。変形により
ドアが開かなくなることが
ある。一部の戸が外れる

固定していない重い家具の
多くが移動、転倒する。開
かなくなるドアが多い

固定していない重い家具の
ほとんどが移動、転倒す
る。戸が外れて飛ぶことが
ある

ほとんどの家具が大きく移
動し、飛ぶものもある

人 間

非常な恐怖
を感じる。
多 く の 人
が、行動に
支障を感じ
る

立っている
ことが困難
になる

立っている
ことができ
ず、はわな
いと動くこ
とができな
い

揺れにほん
ろうされ、
自分の意志
で行動でき
ない

震
度

５

強

６

弱

６

強

７

南
海
大
地
震
に
備
え
る
。

南南
海海
大大
地地
震震
にに
備備
ええ
るる
。。
版
存
保

集英社発行『あした起きてもおかしくない大地震』より

一
〇
〇
年
〜
一
五
〇
年
周
期
で

発
生
す
る
南
海
地
震

次
の
南
海
地
震
の

政
府
予
想

私たちは境界を大切にします

次
の
南
海
地
震
の

徳
島
県
予
想

南
海
地
震
の
特
徴

南
海
地
震
に
伴
う

津
波
被
害
予
想

朝日新聞社提供

震 度 階 級
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19
46
年（
昭和
） 
19
44
年（
昭和
） 

18
54
年（
安政
） 
18
54
年（
安政
） 

17
07
年（
宝永
） 

16
05
年（
慶長
） 

14
98
年（
明応
） 

震源
域の
範囲
 

南
海
ト
ラ
フ 

駿
河
ト
ラ
フ

駿
河
ト
ラ
フ 

駿
河
ト
ラ
フ 

広島 

松山 

岡山 

高松 和歌山 

大阪 津 

名古屋 静岡 沼津 

東京 

南海トラフ沿いに起きた 
巨大地震の震源域 

注 ; 地震調査委員会の 
資料をもとに作製 

東海地震の想定震源域 

東南海地震の想定震源域 

南海地震の想定震源域 

陸のプレート 

フィリピン海プレート 

高知 室戸岬 
潮岬 

足摺岬 
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00
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00
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00
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提言

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
状
況

一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
正
午
に

関
東
地
方
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
９
の
海
洋
性
地
震
は
、
家
屋

焼
失
・
倒
壊
約
四
八
万
世
帯
、
死
者

一
〇
万
人
と
い
う
大
被
害
を
引
き
起

こ
し
た
。
特
に
、
昼
食
時
の
火
に
よ

る
火
災
は
、
火
災
の
竜
巻
と
な
り
猛

威
を
振
っ
た
。

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
に
発
生

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
阪
神
間

の
中
心
部
分
が
震
度
６
〜
７
の
直
下

型
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
。
壊
滅
的
な

影
響
で
一
週
間
の
死
者
が
五
、
五
〇

〇
名
を
超
え
る
と
い
う
関
東
大
震
災

に
次
ぐ
大
震
災
で
あ
っ
た
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
後
三
ヶ
月
間
で
関
連
死

亡
者
が
前
記
の
一
割
を
越
え
た
と
い

う
事
態
が
示
す
よ
う
に
、
近
代
都
市

が
持
っ
て
い
る
地
震
等
の
災
害
に
対

す
る
潜
在
的
危
険
性
（
災
害
リ
ス

ク
）
が
い
か
に
大
き
い
か
が
い
み
じ

く
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

高
速
道
路
の
倒
壊
、
高
層
ビ
ル
の
亀

裂
、
化
学
工
場
の
地
震
大
火
、
海
底

汚
泥
の
液
状
化
に
よ
る
大
気
中
で
の

噴
出
、
そ
の
他
延
焼
火
災
、
爆
発
、

水
汚
染
、
地
下
水
汚
染
な
ど
、
大
都

市
生
活
で
の
災
害
に
対
す
る
潜
在
的

な
危
険
性
が
一
気
に
顕
在
化
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

「
関
西
に
地
震
は
来
な
い
」
と
い
う
盲
信

防
災
力
（
防
災
対
策
）
は
、
国
や

地
方
自
治
体
、
住
民
の
、「
防
災
意

志
」
と
「
防
災
資
源
の
動
員
力
」
か

ら
成
っ
て
い
る
。

阪
神
大
震
災
発
生
以
前
に
、
大
阪

市
立
大
学
、
京
都
大
学
、
神
戸
大
学

が
。
い
ず
れ
も
活
断
層
に
よ
る
都
市

直
下
型
の
地
震
が
遠
く
な
い
時
期
に

発
生
す
る
こ
と
を
予
測
し
て
い
た
。

し
か
し
、
自
治
体
や
市
民
は
「
関

西
に
地
震
は
来
な
い
」
と
思
っ
て
い

た
。
一
九
九
五
年
の
神
戸
市
消
防
局

の
市
民
調
査
で
は
九
四
％
の
市
民

が
、
「
神
戸
に
地
震
が
来
る
と
は
思

っ
て
い
な
か
っ
た
。
」
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
み
ん
な
が
い
ず
れ
関
西
に

起
こ
り
う
る
地
震
に
対
し
て
、
無
防

備
で
あ
っ
た
。

甚
大
で
あ
っ
た
被
害

兵
庫
県
下
の
倒
壊
家
屋
は
一
九
万

余
棟
、
四
〇
万
世
帯
で
あ
り
、
焼
失

家
屋
は
七
、
四
五
六
棟
、
九
、
三
二

二
世
帯
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

五
、
五
二
〇
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
。

そ
の
六
六
％
が
圧
死
・
窒
息
死
、
一

二
％
が
焼
死
で
あ
っ
た
。
住
宅
の
倒

壊
が
お
お
き
な
人
身
被
害
を
も
た
ら

し
た
の
で
あ
る
が
、
倒
壊
し
た
建
物

の
九
五
％
が
新
し
い
耐
震
基
準
が
施

行
さ
れ
た
一
九
八
一
年
以
前
に
建
設

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

逃
げ
遅
れ
た
高
齢
者

今
回
の
阪
神
大
震
災
に
お
い
て
特

徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、
高
齢
者
の
死

亡
率
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
神
戸
市
の
場
合
、
被
災
死
亡
者

三
六
五
人
の
五
三
％
が
六
〇
歳
以
上

で
あ
っ
た
。

消
火
活
動
が
十
分
に
行
え
な
か
っ
た
原
因

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
消
火
栓

か
ら
水
が
出
な
い
と
い
う
決
定
的
な

問
題
を
露
呈
し
、
他
の
水
利
（
防
火

水
槽
、
学
校
プ
ー
ル
、
河
川
、
海

水
）
に
つ
い
て
も
不
十
分
で
あ
っ

た
。横

須
賀
市
は
、
地
元
に
水
源
が
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
、
市
外
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
水
を
市
内
各
所
の
貯
水
槽

に
蓄
え
、
水
道
管
を
倍
の
大
き
さ
に

し
耐
震
化
す
る
な
ど
、
一
九
七
〇
年

代
末
か
ら
二
〇
年
間
に
一
三
〇
億
円

以
上
か
け
て
水
の
備
蓄
を
行
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
四
三
万
人
の
市
民
が

三
ヶ
月
暮
ら
せ
る
水
量
に
達
し
て
い

る
と
い
う
。

人
命
救
助
が
遅
れ
た
原
因

救
助
に
つ
い
て
は
、
広
範
に
展
開

し
た
近
隣
住
民
に
よ
る
救
助
を
含
め

て
多
く
の
人
が
救
助
さ
れ
た
。
あ
ら

た
め
て
、
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け

る
近
隣
協
同
の
重
要
さ
が
見
直
さ
れ

た
。
し
か
し
、
現
場
で
は
、
救
助
器

具
が
な
く
救
出
に
長
時
間
が
か
か

り
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事

例
も
多
か
っ
た
。

昭
和
南
海
地
震
の
被
害
状
況

昭
和
二
一
年
一
二
月
二
一
日
、
午

前
四
時
一
九
分
、
紀
伊
半
島
沖
で
発

生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
Ｍ
８
・
１

の
南
海
地
震
に
よ
る
徳
島
県
下
の
被

害
は
、
死
者
二
〇
二
名
、
全
壊
家
屋

六
〇
二
戸
、
同
流
失
四
一
三
戸
、
同

半
壊
九
一
四
戸
に
及
ん
だ
。
そ
の
う

ち
沿
岸
部
で
の
被
害
の
大
半
は
こ
の

地
震
に
よ
り
併
発
さ
れ
た
津
波
に
起

因
す
る
も
の
だ
っ
た
。

牟
岐
町
に
お
け
る
津
波
の
状
況

牟
岐
で
は
、
津
波
の
第
一
波
は
地

震
の
ゆ
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
一
〇

分
ぐ
ら
い
後
に
や
っ
て
き
た
。
海
水

が
下
か
ら
ふ
く
れ
上
が
る
よ
う
に
見

え
、
し
だ
い
に
水
位
が
高
ま
り
、
潮

の
流
れ
は
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
鳴
っ
て
勢
い

よ
く
押
し
よ
せ
て
く
る
。
第
一
波
が

し
ば
ら
く
し
て
引
く
と
第
二
波
が
や

っ
て
く
る
。
引
く
時
は
常
の
水
面
よ

り
も
二
メ
ー
ト
ル
近
く
引
く
。
そ
し

て
第
三
波
が
や
っ
て
く
る
。
各
波
の

中
間
で
は
、
逆
に
潮
が
大
き
く
引
く

の
で
あ
る
。
第
二
波
と
第
三
波
が
最

も
大
き
く
第
四
波
と
第
五
波
と
だ
ん

だ
ん
静
ま
っ
て
い
っ
た
。

牟
岐
湾
は
典
型
的
な
Ｕ
字
形
で
あ

り
、
そ
の
上
奥
行
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ば
か
り
の
小
さ
な
湾
で
あ
る
か
ら
津

波
作
用
が
大
き
く
な
り
、
波
高
は
五

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
上
が
っ
た
。

波
は
、
中
央
の
牟
岐
川
、
東
の
観
音

寺
川
、
西
の
瀬
戸
川
を
さ
か
の
ぼ

り
、
堤
防
を
の
り
こ
え
て
家
の
床
上

ま
で
、
浸
水
し
、
浜
の
い
り
こ
の
加

工
場
や
低
地
の
家
を
さ
ら
っ
て
い
っ

た
。
大
川
橋
は
完
全
に
波
に
の
り
こ

ま
れ
、
十
数
隻
の
漁
船
は
橋
を
越
し

て
い
っ
た
。
ま
た
、
大
き
な
機
帆
船

が
二
、
三
隻
平
岡
食
堂
横
の
橋
に
押

し
上
げ
ら
れ
た
。
海
南
町
浅
川
に
つ

い
で
大
き
な
被
害
と
な
っ
た
。

「
津
波
は
二
波
、
三
波
と
来
る
。
津

波
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
歩
け
な
く
な

り
、
引
き
潮
に
呑
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
津
波
は
地
震
直
後
に
来
る
か

ら
、
家
財
道
具
に
執
着
せ
ず
に
、
早

く
安
全
な
場
所
に
逃
れ
る
こ
と
、
ま

た
近
所
の
人
々
に
津
波
が
来
る
ぞ
！

と
大
声
で
知
ら
せ
る
こ
と
」

「
沖
か
ら
高
い
波
が
折
れ
こ
ん
で
来

た
の
で
な
く
、
海
全
体
が
ふ
く
ら
ん

で
く
る
よ
う
な
感
じ
で
押
し
よ
せ
て

来
た
た
め
、
海
岸
や
河
口
、
港
の
入

口
等
行
き
止
ま
り
の
所
で
急
に
波
高

が
何
倍
に
も
高
く
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
押
し
込
ん
で
来
る
潮
の
力
も
相

当
な
も
の
で
、
私
の
近
所
の
家
で
は

大
川
に
面
し
た
推
定
二
ト
ン
余
り
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
が
根
元
か
ら
折

れ
て
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
離
れ
た

川
底
ま
で
流
さ
れ
た
。
」

「
大
地
震
に
遭
遇
し
た
時
、
逃
げ
よ

う
か
、
二
階
に
上
が
り
待
機
す
る

か
、
う
ろ
う
ろ
と
う
ろ
た
え
て
い
る

う
ち
に
、
波
に
呑
ま
れ
て
死
亡
す

る
。
昔
か
ら
避
難
す
る
に
は
極
力
川

筋
や
橋
を
利
用
せ
ず
、
高
台
へ
逃
げ

よ
と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
」

１

揺
れ
て
い
る
間
は
、
家
か
ら
外

に
出
る
な
。

２

揺
れ
が
止
ん
だ
ら
何
も
持
た
ず

に
逃
げ
よ
。

３

引
き
潮
を
利
用
し
て
家
に
戻
る

な
。

こ
の
三
点
を
子
孫
に
し
っ
か
り
教

え
込
む
こ
と

１

一
刻
で
も
早
く
逃
げ
る
。

２

地
震
の
後
は
、
玄
関
の
戸
を
締

め
ず
に
逃
げ
る
ま
で
開
け
て
お

く
。

３

避
難
す
る
コ
ー
ス
は
、
避
難
所

に
向
か
っ
て
一
番
広
い
道
路
を
。

近
道
で
も
狭
い
道
は
家
屋
の
倒
壊

等
を
頭
に
置
く
。

「
避
難
す
る
と
き
は
、
火
の
始
末
を

忘
れ
な
い
こ
と
。
い
く
ら
あ
わ
て
て

も
素
足
で
飛
び
出
さ
な
い
こ
と
。
常

日
頃
よ
り
安
全
な
道
を
家
族
み
ん
な

で
よ
く
話
し
合
う
こ
と
」

「
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、

最
小
限
の
食
糧
、
携
行
電
灯
、
応
急

薬
品
、
飲
料
水
の
確
保
、
低
地
や
危

険
な
落
下
物
の
下
に
い
な
い
こ
と
。

日
頃
か
ら
の
訓
練
。
パ
ニ
ッ
ク
に
落

ち
入
っ
た
時
こ
そ
、
良
き
指
導
者
が

冷
静
に
誘
導
す
べ
き
で
、
パ
ニ
ッ
ク

が
災
害
よ
り
も
こ
わ
い
」

（
牟
岐
町
教
育
委
員
会
発
行
「
南
海

道
地
震
津
波
の
記
録

海
が
吠
え

た
日
」
よ
り
）

不
動
産
登
記
に
お
け
る
諸
問
題

大
震
災
に
よ
り
、
土
地
家
屋
調
査

士
の
日
常
業
務
で
あ
る
登
記
事
務
に

つ
い
て
も
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
数
多
く
発
生
し
た
。

地
表
面
の
水
平
移
動
に
よ
る
土
地

の
境
界
点
移
動
、
境
界
標
の
喪
失
、

三
角
点
の
移
動
、
道
路
や
公
園
な
ど

の
公
共
物
の
変
形
な
ど
に
関
す
る
問

題
、
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
建
、
倒

壊
・
焼
失
建
物
の
登
記
能
力
・
損
壊

建
物
の
絶
対
量
の
多
さ
な
ど
建
物
に

関
す
る
問
題
、
区
画
整
理
事
業
の
施

行
な
ど
復
興
に
関
す
る
間
題
等
々
、

不
動
産
の
表
示
登
記
に
関
す
る
基
本

的
な
懸
案
事
項
が
山
積
さ
れ
た
。

被
災
建
物
の
滅
失
登
記
処
理
に
つ
い
て

震
災
に
よ
る
兵
庫
県
全
体
の
建
物

被
害
は
、
全
壊
九
二
、
八
七
七
棟
、

半
壊
一
七
九
、
二
〇
二
棟
及
び
全
焼

七
、
四
五
六
棟
あ
り
、
極
め
て
多
く

の
建
物
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え

た
。
倒
壊
家
屋
等
の
ガ
レ
キ
は
震
災

後
の
救
助
・
救
援
活
動
の
妨
げ
と
な

り
、
ま
た
緊
急
車
両
や
生
活
物
資
運

搬
車
両
の
通
行
を
阻
害
し
、
阪
神
・

神
戸
地
区
の
都
市
機
能
を
著
し
く
マ

ヒ
さ
せ
た
た
め
、
国
は
ガ
レ
キ
等
の

災
害
廃
棄
物
処
理
を
公
費
で
負
担
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
公
費
解

体
の
特
別
措
置
に
よ
り
、
建
物
の
取

り
壊
し
、
土
地
の
整
地
が
短
期
間
の

う
ち
に
集
中
的
に
行
わ
れ
た
た
め

に
、
既
登
記
建
物
に
つ
い
て
の
膨
大

な
数
の
建
物
滅
失
登
記
処
理
の
必
要

性
が
出
て
き
た
。
（
被
災
者
の
経
済

的
負
担
が
考
慮
さ
れ
、
公
嘱
協
会
及

び
土
地
家
屋
調
査
士
会
の
協
力
に
よ

り
法
務
局
登
記
官
の
職
権
に
よ
る
建

物
滅
失
登
記
処
理
が
な
さ
れ
た
。
）

被
災
土
地
の
境
界
確
定
に
つ
い
て

ま
た
、
土
地
問
題
に
つ
い
て
は
、

境
界
標
の
喪
失
や
構
造
物
の
移
動
に

よ
り
、
倒
壊
家
屋
密
集
地
区
の
境
界

復
元
、
道
路
と
の
境
界
確
認
は
難
渋

を
極
め
た
。

具
体
的
に
は
、
土
地
家
屋
調
査
士

が
全
壊
し
た
建
物
跡
地
の
測
量
の
依

頼
を
受
け
現
地
へ
行
く
と
、
解
体
撤

去
の
際
に
、
建
物
の
基
礎
等
、
測
量

す
る
た
め
の
目
安
が
無
く
な
っ
て
お

り
、
依
頼
人
す
ら
境
界
が
判
ら
ず
、

そ
の
た
め
一
筆
の
土
地
を
測
量
す
る

た
め
街
区
全
体
を
測
る
必
要
性
が
生

じ
、
費
用
の
面
か
ら
で
き
る
だ
け
多

く
の
土
地
所
有
者
が
共
同
で
測
量
す

る
よ
う
説
得
を
し
て
み
て
も
、
個
々

の
土
地
所
有
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
が
あ
り
、
な
か
な
か
境
界
を
確
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
っ

た
。

地
震
直
後
に
よ
る
被
害
現
場
の
写
真
記
録
の
必
要
性

土
地
家
屋
調
査
士
に
と
っ
て
問
題

と
な
っ
て
現
れ
て
き
た
の
は
、
地
震

直
後
に
あ
っ
た
状
況
の
消
滅
で
あ
っ

た
。
又
、
筆
界
再
確
定
の
業
務
は
膨

大
で
、
順
次
の
処
理
よ
り
術
が
な
い

た
め
、
遅
れ
て
着
手
す
る
業
務
に
お

い
て
、
徐
々
に
問
題
と
な
っ
て
現
れ

て
き
た
こ
と
に
、
地
震
現
象
の
風
化

が
あ
る
。
現
場
に
入
り
、
石
垣
・
擁

壁
・
壁
等
の
亀
裂
、
破
断
等
の
状
況

は
、
境
界
確
定
を
す
る
上
で
の
大
き

な
資
料
で
あ
り
、
地
震
の
直
後
に
目

に
し
た
そ
れ
ら
の
状
況
は
、
真
新
し

く
一
目
で
地
震
に
よ
る
も
の
で
あ
る

事
が
わ
か
っ
た
が
、
三
〜
四
ヶ
月
も

経
つ
と
風
雨
・
ほ
こ
り
に
さ
ら
さ

れ
、
そ
れ
が
地
震
に
よ
る
も
の
か
、

そ
れ
以
前
の
も
の
か
わ
か
ら
な
く
な

り
業
務
展
開
を
左
右
し
た
。
ま
れ
に

個
々
の
被
災
者
が
地
震
直
後
の
写
真

記
録
を
残
し
て
い
る
も
の
は
、
大
き

な
資
料
と
し
て
威
力
を
発
揮
し
た
。

道
路
等
の
官
民
境
界
確
定
の
難
し
さ

ま
た
、
測
量
の
際
の
大
き
な
問
題

と
し
て
は
、
道
路
等
、
明
示
・
官
民

境
界
確
定
で
あ
る
。
行
政
側
の
人
員

の
不
足
等
も
あ
り
、
そ
の
確
定
に
は

か
な
り
の
期
間
を
要
し
、
費
用
の
面

か
ら
も
地
権
者
に
負
担
を
強
い
る
結

果
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
単
に
行

政
サ
イ
ド
の
間
題
だ
け
で
な
く
、
地

震
に
よ
り
道
路
等
が
ず
れ
た
り
、
屈

曲
し
た
り
し
た
た
め
、
測
量
そ
の
も

の
が
非
常
に
手
数
が
か
か
る
と
い
う

側
面
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ（
電
子
地
図
情
報
）の
構
築
が
急
務

登
記
は
不
動
産
に
関
す
る
情
報
で

あ
る
。
地
図
は
位
置
関
係
の
情
報
で

あ
る
。
測
量
図
は
境
界
と
面
積
の
情

報
が
表
さ
れ
て
い
る
。
公
共
座
標
の

デ
ー
タ
は
位
置
と
点
の
情
報
を
も
た

ら
せ
て
く
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
が
情
報
な

の
だ
と
考
え
れ
ば
、
今
ま
で
は
そ
れ

ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
取
り
扱
わ
れ
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
は
、

「
最
初
に
権
利
の
登
記
が
あ
り
、
つ

ぎ
に
表
示
の
登
記
」
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
権
利
が
大
切
で
、
そ
の
権
利
の

目
的
を
特
定
す
る
た
め
に
表
示
登
記

が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
地
図
や
測
量
図

と
い
う
よ
う
に
、
登
記
か
ら
見
て
、

土
地
な
ど
の
特
定
を
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
地
か
ら
見

て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報

が
リ
ン
ク
さ
れ
に
く
い
も
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
こ
の
た
び
の
大
震
災

に
よ
り
、
現
地
か
ら
見
た
情
報
の
集

積
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。
情
報
の

集
積
の
拠
点
を
何
処
に
置
く
か
と
な

る
と
、
や
は
り
地
図
情
報
の
構
築
が

一
番
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
基
本

的
な
地
図
情
報
（
精
度
に
こ
だ
わ
ら

な
い
地
番
図
で
も
よ
い
）
を
構
築

し
、
そ
れ
に
属
性
情
報
と
し
て
、
登

記
測
量
図
、
数
値
デ
ー
タ
な
ど
を
リ

ン
ク
さ
せ
て
お
け
ば
、
避
難
情
報
な

ど
の
ほ
か
多
目
的
利
用
が
可
能
と
考

え
ら
れ
る
。

津
波
に
対
す
る
心
構
え
「
十
訓
」

１

町
内
の
南
海
地
震
津
波
の
最
高
潮
位
標
識
を
見
よ
。
そ
れ
よ
り
も
高
い
津
波
が
あ
る
こ
と

を
知
れ
。

２

非
常
時
の
た
め
に
最
小
限
の
持
出
品
の
準
備
を
日
頃
よ
り
怠
る
な
。

３

わ
が
家
の
緊
急
時
の
避
難
経
路
、
避
難
場
所
を
日
頃
よ
り
怠
る
な
。

４

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
、
停
電
時
で
も
正
確
な
情
報
を
得
る
よ
う
努
め
よ
。
デ
マ
な
ど
に
惑
わ

さ
れ
る
な
。

５

真
剣
に
防
災
訓
練
に
参
加
せ
よ
。
日
頃
の
訓
練
、
そ
れ
が
緊
急
時
に
我
が
身
を
救
う
と
心

得
よ
。

６

津
波
警
報
が
出
れ
ば
直
ち
に
近
く
の
高
い
所
へ
避
難
せ
よ
。
も
し
、
津
波
が
来
な
け
れ
ば

幸
い
と
思
え
。

７

大
地
震
の
あ
と
、
直
ち
に
津
波
が
来
る
と
覚
悟
せ
よ
。
も
し
、
津
波
が
来
な
け
れ
ば
命
拾

い
し
た
と
思
え
。

８

大
地
震
の
あ
と
、
車
で
防
潮
堤
外
の
敷
地
に
入
る
な
。
門
扉
が
閉
じ
ら
れ
、
車
も
命
も
な

く
す
と
思
え
。

９

津
波
は
必
ず
数
回
襲
っ
て
く
る
。
避
難
後
、
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
避
難
場
所
で
待
機

せ
よ
。

１０

沖
で
地
震
を
感
じ
た
ら
、
直
ち
に
湾
外
の
深
い
所
へ
船
を
移
動
せ
よ
。
湾
内
で
は
直
ち
に

下
船
し
緊
急
避
難
せ
よ
。

地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
災
害

に
対
し
て
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
と
い
う
基
本
姿
勢
が
最
も
重
要

で
あ
る
。

徳
島
県
の
よ
う
に
自
然
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、

災
害
の
最
小
化
を
図
る
た
め
に
防

災
施
設
が
他
の
地
域
以
上
に
必
要

と
な
る
が
、
そ
れ
に
期
待
を
か
け

過
ぎ
て
は
い
け
な
い
。
一
方
、

「
大
災
害
が
自
分
の
身
に
降
り
か

か
る
は
ず
が
な
い
。」
と
い
う
願

望
を
込
め
た
情
緒
的
な
考
え
が
見

受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
危

惧
を
感
じ
る
。

（
牟
岐
町
教
育
委
員
会
「
南
海
道

地
震
津
波
の
記
録

海
が
吠
え
た

日
」
よ
り
）
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震災直後の灘区備後町４丁目附近。
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阪
神
大
震
災
研
究
５

大
震
災
を
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り
継
ぐ
』

編

者

神
戸
大
学

〈
震
災
研
究
会
〉

発
行
所

神
戸
新
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合
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版
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●
参
考

震
災
地
不
動
産
表
示
登
記
報

告
会
（
土
地
家
屋
調
査
士
震
災

復
興
業
務
）『
報
告
資
料

集
』

編
集
・
発
行

土
地
家
屋
調
査
士
会
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

『
震
災
か
ら
復
興
へ
の
記
録
』

編
集
・
発
行

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査

士
会



公
嘱
調
査
士
協
会
で
は
、
現
在
、

徳
島
大
学
工
学
部
建
設
工
学
科
よ
り

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
関

す
る
協
力
依
頼
」
に
対
し
積
極
的
に

協
力
す
る
旨
の
回
答
を
し
て
い
ま

す
。イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
大
学

の
学
生
教
育
の
一
環
で
、
大
学
外
の

企
業
や
公
共
機
関
等
の
協
力
を
得
な

が
ら
学
生
が
在
学
中
に
自
ら
の
専

攻
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
連
し
た

職
業
体
験
を
行
う
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
は
、

受
け
入
れ
側
の
企
業
や
公
的
機
関
等

に
と
っ
て
も
次
の
よ
う
な
意
義
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
�
実
社
会
へ
の

適
応
能
力
の
高
い
実
践
的
な
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
�
大
学

と
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学

に
新
た
な
産
業
分
野
の
動
向
、
企
業

・
機
関
の
ニ
ー
ズ
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
、
ひ
い
て
は
大
学
の
教
育
内
容

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
�

大
学
と
機
関
の
間
で
情
報
発
信
・
受

信
の
促
進
が
図
ら
れ
、
企
業
・
機
関

の
実
態
に
つ
い
て
の
学
生
及
び
大
学

の
理
解
を
促
す
契
機
に
な
る
。
�
学

生
の
持
つ
新
鮮
さ
・
考
え
方
が
企
業

に
と
っ
て
刺
激
と
な
り
活
性
化
に
つ

な
が
る
。
�
学
生
へ
の
教
育
を
通
し

て
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り

強
い
も
の
に
す
る
と
共
に
地
域
社
会

へ
の
貢
献
と
な
る
。
と
い
っ
た
点
で

す
。ま

た
一
方
の
学
生
及
び
大
学
側
に

と
っ
て
は
、
�
学
生
自
身
が
自
己
の

職
業
適
性
や
将
来
設
計
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
な
り
、
高
い
教
育
・
職

業
意
識
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
�
組
織
の
中
で
他
人
と
共
同
し

て
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
主
性
・
協
調
性
の
あ
る
人
材
を
育

成
で
き
る
。
�
学
生
の
意
欲
、
独
創

性
の
喚
起
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
、

そ
し
て
�
専
門
的
な
教
育
研
究
と
社

会
で
の
実
地
の
経
験
を
結
び
つ
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
大
学
に
お
け

る
教
育
内
容
・
方
法
の
改
善
・
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
対
象

と
な
る
学
生
は
徳
島
大
学
工
学
部
建

設
工
学
科
の
三
年
生
が
対
象
で
あ

り
、
数
年
後
学
生
が
官
公
庁
・
土
木

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
等
へ
就

職
す
る
割
合
が
非
常
に
高
い
た
め
、

私
た
ち
に
も
直
接
関
係
し
て
く
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

将
来
を
考
え
ま
す
と
、
公
嘱

協
会
、
ま
た
は
土
地
家
屋
調
査

士
業
界
に
と
っ
て
も
将
来
の
後

継
者
の
育
成
や
実
際
に
実
務
経

験
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

土
地
家
屋
調
査
士
は
ど
ん
な
業

務
を
し
、
社
会
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
か
、
境
界
確
認

立
会
等
の
重
要
性
な
ど
を
認
識

し
て
も
ら
え
れ
ば
大
変
プ
ラ
ス

に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

受
け
入
れ
側
の
公
嘱
協
会
と

し
て
は
、
学
生
を
各
社
員
の
事

務
所
に
配
属
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
大
学
の
課
外
授
業
と

し
て
行
わ
れ
る
た
め
学
生
の
総

合
評
価
（
礼
儀
、
学
習
意
欲
、

実
習
姿
勢
、
実
習
態
度
、
電
話

対
応
、
文
書
作
成
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
、
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方

等
）
を
す
る
教
育
上
の
義
務
が

生
じ
ま
す
。
時
期
は
今
年
の
秋
頃
を

予
定
し
て
お
り
、
期
間
と
し
て
は
基

本
が
延
べ
十
日
間
で
無
報
酬
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
土
地
家
屋
調
査
士
に
何
人

の
学
生
が
感
心
を
持
っ
て
応
募
し
て

く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
学
生

が
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

（
副
理
事
長

範
国
記
）

平
成
一
三
年
度
の
定
時
総
会
を
も

っ
て
前
任
の
川
原
睦
久
氏
よ
り
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
を
受
け
新
し
く
理
事
長
に

就
任
し
ま
し
た
山
本
正
で
す
。
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
協
会
は
昭
和
六
〇
年
に
公
益
法

人
と
し
て
法
務
大
臣
の
認
可
を
受
け

て
以
来
、
今
年
で
一
七
年
目
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
発
注
官
公
署

の
皆
様
に
は
制
度
へ
の
深
い
ご
理
解

と
ご
活
用
を
頂
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。
社
員
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
最
近
は
担
当
の

方
々
か
ら
親
し
み
を
込
め
て
「
こ
う

し
ょ
く
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
喜
び
と
と
も
に
よ
り
以
上
の
責
任

の
重
さ
を
意
味
す
る
も
の
と
強
く
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
。

私
の
新
理
事
長
と
し
て
の
抱
負
を

一
言
で
表
す
な
ら
「
代
書
屋
家
業
か

ら
の
脱
皮
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
我
々
土
地
家
屋
調
査
士
の
世
界

は
い
く
ら
技
術
を
伴
う
職
業
と
い
い

ま
し
て
も
代
書
屋
の
域
を
超
え
な
い

も
の
が
あ
り
、
公
嘱
業
務
に
つ
き
ま

し
て
も
そ
の
延
長
上
に
留
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
規

制
緩
和
や
司
法
制
度
改
革
の
進
む

中
、
我
々
は
も
う
少
し
時
代
に
敏
で

あ
っ
て
も
い
い
は
ず
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
官
公
署
の
皆
様
か
ら
多
く
の
励

ま
し
と
と
も
に
お
叱
り
を
受
け
た
言

葉
を
集
約
す
れ
ば
、
全
て
が
こ
こ
に

帰
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
ど
も
は
自
ら
が
変
身

す
る
と
い
う
命
題
を
課
し
、
本
年
度

よ
り
公
共
嘱
託
登
記
部
門
で
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
０
認
証
取
得
と
い
う
難
問

に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
常
に
安
定
し
た
品
質
保

証
を
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
も
の
で
、
全
国
に
五
〇
あ
る
協

会
の
中
で
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り

ま
す
。

公
共
嘱
託
登
記
部
門
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な

ど
取
得
で
き
る
の
か
と
疑
問
視
す
る

声
も
聴
か
れ
ま
す
が
、
他
の
業
界
が

次
々
と
企
業
努
力
す
る
中
、
私
ど
も

だ
け
が
制
度
の
上
に
胡
座
を
か
い
て

い
た
の
で
は
時
代
の
流
れ
か
ら
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
ら
に
厳
し
い
試
練
を
課
し
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
行
か
な
け
れ
ば
真

の
意
味
で
の
顧
客
（
発
注
官
公
署
）

満
足
は
得
ら
れ
ず
、
我
々
は
い
つ
ま

で
経
っ
て
も
代
書
屋
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
協
会
社
員
に

は
自
己
責
任
確
立
の
た
め
長
時
間
の

研
修
を
受
講
し
て
も
ら
い
、
内
部
監

査
員
試
験
に
合
格
し
た
者
だ
け
に
修

了
証
書
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
最
初
は
少
人
数
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
近
い
う
ち
に
大
き
く
変
身

し
た
「
こ
う
し
ょ
く
さ
ん
」
を
お
見

せ
で
き
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
制
度
の
国
民
へ
の
理
解
を

よ
り
深
め
る
た
め
に
本
年
度
か
ら
地

元
徳
島
大
学
と
契
約
し
、
工
学
部
の

学
生
を
一
定
期
間
調
査
士
事
務
所
で

実
習
さ
せ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
県
下
の
高
校
や

小
中
学
校
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
衛
星
測
量
）

に
よ
る
位
置
測
定
や
境
界
確
認
の
大

切
さ
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と

は
学
生
達
が
将
来
に
お
い
て
自
分
の

不
動
産
登
記
事
件
の
み
な
ら
ず
、
公

共
事
業
に
接
し
た
と
き
、
そ
の
事
業

の
理
解
と
円
滑
な
推
進
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
な

が
ら
、
原
点
に
立
ち
返
り
も
う
一
度

公
益
と
は
何
か
を
見
つ
め
直
し
て
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
、
県
下
唯

一
の
公
益
法
人
の
名
に
恥
じ
な
い
よ

う
社
員
一
同
研
鑽
と
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
発
注
官
公
署
の

皆
様
に
は
旧
倍
の
ご
理
解
を
賜
り
大

い
に
公
嘱
協
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

嘱
託
登
記
の
現
状
を
見
る
と
、

用
地
取
得
の
段
階
に
な
っ
て
地
図

訂
正
や
地
積
更
正
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

官
公
署
の
担
当
の
方
か
ら
測
量
会

杜
が
作
成
し
た
図
面
等
を
提
示
さ

れ
公
嘱
協
会
に

登
記
の
依
頼
が

あ
っ
て
も
、
私

た
ち
は
も
う
一

度
調
査
、
筆
界

確
認
、
測
量
と
い
っ
た
作
業
を
し

な
い
と
処
理
で
き
な
い
事
案
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
こ
の
た
め
、
予
算

執
行
に
当
た
っ
て
ど
う
し
て
も
測

量
会
社
と
公
嘱
協
会
に
支
払
う
項

目
に
重
複
す
る
部
分
が
生
じ
て
き

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
と
す

る
規
程
や
条
文
が
あ
り
法
律
上
は
問

題
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
工
夫
す

れ
ば
こ
の
重
複
部
分
を
解
消
で
き
ま

す
。
そ
れ
は
以
前
か
ら
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
で
大
型
公
共
事
業
を
中
心
に
行
わ

れ
て
い
る
分
離
発
注
型
に
よ
る
業
務

の
処
理
で
す
。

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
資
料
調
査

や
筆
界
確
認
を
公
嘱
協
会
が
行
い
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
測
量
会
杜
が
測
量

設
計
を
行
う
と
い
う
方
法
で
す
。
公

嘱
協
会
は
登
記
を
申
請
す
る
時
に
測

量
会
社
の
デ
ー
タ
を
基
に
点
検
を
行

い
処
理
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
ま

す
と
、
先
に
述
べ
ま
し
た
支
払
う
項

目
の
重
複
が
避
け
ら
れ
、
そ
の
分
を

他
の
予
算
に
回
す
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ま
た
、
調
査
や
立
会
の
時
点
で

地
図
訂
正
や
地
積
更
正
等
が
必
要
な

土
地
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
用

地
取
得
に
向
け
て
の
準
備
が
出
来
る

た
め
事
業
が
円
滑
か
つ
迅
速
に
行
え

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
利
点
か
ら
近
年
、
国

土
交
通
省
や
日
本
道
路
公
団
等
に
も

こ
の
方
法
を
取
り
入
れ
た
事
業
も
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
私
た
ち

は
土
地
家
屋
調
査
士
の
測
量
分
野
を

放
棄
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
長
い
間
培
っ
て
き
た
測
量
設
計

業
協
会
と
の
信
頼
関
係
に
よ
り
こ
の

分
離
発
注
型
業
務
を
行
う
こ
と
は
可

能
で
す
。

県
下
の
官
公
署
の
皆
様
も
大
型
公

共
事
業
な
ど
の
場
合
、
一
度
ご
検

討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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